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自然・社会的条件

　

　

　

県土の面積分布 都市との距離

東　京

名古屋

大　阪

福　岡

ソウル

台　北

博　多 406㎞

宮崎 小　倉 340㎞

大　分 207㎞

鹿児島 126㎞

福　岡 4時間19分

宮崎 熊　本 3時間23分

　 長　崎 5時間17分

延岡 福　岡 ４時間27分

宮崎 神　戸 495㎞

120分

  90分

  75分

  60分

  40分

100分

資料：みやざきのうごき２０２2

5時間12分
（Ｂ＆Ｓ　3時間３分）

2時間58分

2時間2分

12時間20分

4時間27分

航 空

海路(フェリー)

高 速 バ ス

鉄 道

宮崎

日照時間 2,116時間 (全国３位)

平均気温 17.4℃ (全国３位)

 本県農業の概況

降 水 量 2,509mm (全国２位)

快晴日数 52.7日 (全国２位)

気　候

森林

7５.７%

農地

8.4%

その他

15.9%

総面積

7,735㎞2

(令和2年)

●本県は、九州の東部に位置し、総面積の7,735㎞2のうち、森林が5,857㎞2（75.7％）を占め、農

地は652㎞2（8.4％）です。

●「日本のひなた宮崎県」に象徴されるように、平均気温が高く、温暖な気候に恵まれ、日照時間及び

快晴日数は全国のトップクラスにあるなど、優れた自然条件を有しています。

●一方、農地のほとんどは火山性特殊土壌で覆われているため、生産性が低く、台風、集中豪雨などの

自然災害が発生しやすい環境となっています。

●また、大消費地から遠隔地にあるなど、不利な条件もありますが、東九州自動車道や九州中央自動車

道、国際化に対応した空港・港湾など、陸・海・空の総合交通網の整備が着実に進んでいます。
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 本県農業の概況

全国における本県農業の位置

　

　

　

主要指標の全国シェア

資料：農林水産省「農林業センサス」「耕地及び作付面積統計」「生産農業所得統計」

　注：令和２年は農業就業人口の公表がないため、国が指標として利用している「農業就業者数」を掲載

　注：農業就業者数＝基幹的農業従事者数＋雇用者（常雇い）＋役員・構成員（年間150日以上農業に従事）

農業産出額全国順位（令和３年）

主要品目の収穫量・飼養頭羽数、全国シェア及び順位

資料：農林水産省「作物統計」「畜産統計」ほか

●総農家数は全国の1.8％で、主業経営体数及び農業就業者数はそれぞれ3.0％、2.5％を占めています。
また、令和3年の農業産出額は3,478億円で全国の3.９％を占めており、1960年に統計が開始されて
から初となる全国第4位となりました。

●耕種部門における生産量の全国順位は、スイートピー(48.2％)ときゅうり(11.６％)が１位、
マンゴー(33.６％)とピーマン(18.０％)が２位、さといも(9.6％)が３位、茶(3.9％)が４位、
葉たばこ(7.9％)が６位など、上位に位置しています。

●畜産部門における飼養頭羽数の全国順位は、ブロイラー(19.8％)が2位、豚(8.5％)が２位、
肉用牛(9.8％)が３位など、いずれも全国トップクラスに位置しています。

※（ ）内は全国シェア。

1.8
（ う ち 販 売 農 家 数 ） (20.3)     (1,028)     (2.0)

個 人 経 営 体 （ 主 業 ） 7.0      231      3.0

農 業 就 業 者 数 千人 令２ 40.5      

千戸 令２

3.9

耕 地 面 積 千ha

単位 年（年度） 宮崎県 全国 県／全国（％）

総 農 家 数
千戸 令２

30.9      1,747      

令４

農 業 産 出 額 億円 令３ 3,478      

64.4      

1,601      

88,600      

2.5

4,325      1.5

■ 販 売 農 家 ～ 経営耕地面積が30ａ以上または、１年間の農産物販売金額が50万円以上の農家
■ 個人経営体 ～ 法人化して事業を行う経営体は含まない、個人（世帯）で事業を行う経営体

■ 個人経営体（主業）～ 農業所得が主（所得の50％以上が農業所得）で、年間６０日以上農業に従事している
65歳未満の世帯員がいる個人経営体

1位 2位 3位 4位 5位 6位

北海道 鹿児島 茨城 宮崎 熊本 千葉

13,108 4,997 4,263 3,478 3,477 3,471

単位 年（年度） 宮崎県 全国 県／全国（％） 全国順位 全国上位

米 千トン 令４ 75.2 7,269.0 1.0 32  1:新潟県、2:北海道、3:秋田県

ピーマン 千トン 令3 26.8 148.5 18.0 2 1:茨城県、3:鹿児島県

さといも 千トン 令3 13.7 142.7 9.6 3 1:埼玉県、2:千葉県

きゅうり 千トン 令3 63.7 551.3 11.6 1 2:群馬県、3:埼玉県

スイートピー 千本 令2 22,430 46,492 48.2 1 （宮崎県独自調査のため非公表）

マンゴー トン 令元 1,184 3,519 33.6 2 1:沖縄県、3:鹿児島県

茶（荒茶） 千トン 令４ 3.0 77.2 3.9 4 1:静岡県、2:鹿児島県、3:三重県

葉たばこ 千トン 令3 1.1 14.2 7.9 6 1:熊本県、2:沖縄県、3:岩手県

肉用牛 千頭 令4 255 2,614 9.8 3 1:北海道、2:鹿児島県、4:熊本県

豚 千頭 令4 764 8,949 8.5 2 1:鹿児島県、3:北海道、4:群馬県

ブロイラー 万羽 令4 2,760 13,923 19.8 2 1:鹿児島県、3:岩手県、4:青森県

 ２



 本県農業の概況

本県における農業の位置

　

令和元年度県内総生産（名目） 令和元年度産業別特化状況

　　

人口等の推移

資料：総務省「国勢調査」
　　　農林水産省「農林業センサス」

注2：令和２年は農業就業人口の公表がないため、国が指標として利用している「農業就業者数」を掲載
　 　  農業就業者数＝基幹的農業従事者数＋雇用者（常雇い）＋役員・構成員（年間150日以上農業に従事）

6,207億円

2,330億円

産 業

県 内 総 生 産

農 業

林 業

名目総生産額

3兆7,040億円

1,302億円

166億円

水 産 業 223億円

鉱 業

製 造 業

建 設 業

電 気 ・ ガ ス ・ 水 道 ・ 廃 棄 物 処 理 業

卸 売 ・ 小 売 業

宿 泊 ・ 飲 食 サ ー ビ ス 業

公 務

保 健 衛 生 ・ 社 会 事 業

2,792億円

不 動 産 業

運 輸 ・ 郵 便 業

情 報 通 信 業

1,248億円

3,310億円

1,910億円

1,102億円

金 融 ・ 保 険 業

1,196億円

4,277億円

16億円

4,641億円

956億円

注1：平成７年から平成27年は「販売農家数」、令和２年は「個人経営体数」を掲載

4.5

0.6

0.8

1.2

1.1

0.90.8

0.8

1.0

0.6

1.6

0

1

2

3

4

5
農林水産業

鉱業

製造業

建設業

電気・ガス・水

道・廃棄物処理

業

卸売・小売業金融・保険業

不動産業

運輸・郵便業

情報通信業

保健衛生・社会

事業

●令和元年度の県内総生産(名目)は3兆7,040億円、うち農業は1,302億円で全体の3.5％を占めてい
ます。

●本県の農林水産業の産業特化係数は4.5（１に近いほど全国の産業構成に近い）と、他の産業と比較
して著しく高くなっており、本県の産業構造において、農林水産業が重要な役割を担っていることを
示しています。

●また､令和2年の農家人口は5万8,266人となっています。

注：特化係数＝県内総生産の産業別構成比÷国内総生産の産業別構成比。

特化係数は、1に近いほど全国の産業構成割合に近いことを意味し、

1を超えれば全国平均よりもその産業のウエイトが高いことを示し

ており、そのような産業を「特化した産業」という。

資料：宮崎県統計調査課「宮崎県県民経済計算」（令和元年度）

(16.5) (14.2) (11.3) (9.3) (7.3) (5.4)

(14.8) (13.7) (12.0) (10.7) (8.7) (8.1)

令２平７項 目

45,001

519,210

77,916 66,245

130,455 80,162農 家 人 口

531,213582,549

1,170,007 1,153,042

12 17単位

人､％ 193,938 166,005

就 業 人 口 人

人 口 人

40,472注2

1,069,576

58,266注1

498,592

22

1,135,233

105,450

1,104,069

27

1,175,819

57,076

552,738

農 業 就 業 人 口 人､％ 86,210

566,981

３



 本県農業の概況

農家・担い手

　

　

　

　

農家数等の推移 （単位：戸、経営体数、人）

資料：農林水産省「農林業センサス」

注１：令和2年の主業農家数、準主業農家数、副業的農家数については、個人経営体の経営体数。

注２：令和2年から農業就業人口の公表がないため、国が指標として利用している「農業就業者数」を掲載。

　 　  農業就業者数＝基幹的農業従事者数＋雇用者（常雇い）＋役員・構成員（年間150日以上農業に従事）

基幹的農業従事者の年齢別構成（男女計）

資料：農林水産省「農林業センサス」
　注：調査対象は、平成2年から平成27年までが販売農家、令和2年が個人経営体。
　注：「15～29歳」の数値のうち、平成2年は「16～29歳」。

■販 売 農 家 ～ 経営耕地面積が30ａ以上または、農産物販売金額が50万円以上の農家

■主 業 農 家 ～ 農業所得が主（所得の50％以上が農業所得）で、65歳未満の農業従事 60日以上の者がいる農家

■準 主 業 農 家 ～ 農外所得が主で、６５歳未満の農業従事６０日以上の者がいる農家

■副 業 的 農 家 ～ ６５歳未満の農業従事６０日以上の者がいない農家

■農 業 就 業 人 口 ～ 自営農業に従事した世帯員（農業従事者）のうち、調査期日１年間に自営農業に従事した者または

農業とそれ以外の仕事の両方に従事した者のうち、自営農業が主の者

■基幹的農業従事者 ～ 普段仕事として主に自営農業に従事している者

●本県の総農家数は年々減少し、令和2年は3万940戸で、うち販売農家数は2万304戸です。
●主業経営体数は7,040経営体で準主業経営体数は1,670経営体、副業的経営体数は1万1,604経営体と

なっています。
●基幹的農業従事者の５割以上が65歳以上であり、高齢化が進行しています。
●新規就農者は、平成29年以降、５年連続で４００名を超えています。近年は、その約６割が農業法人等に

就農しています。
●認定農業者は、平成21年の9,068人をピークに緩やかに減少しています。
●集落営農組織は、平成２９年の１４０組織をピークに減少しています。
●農業法人は、増加傾向にあり、他産業からの参入も増加しています。

3.8

2.2

2.3

2.4

2.3

1.9

1.6

12.4

8.9

6.2

4.4

4.3

4.7

5.0

16.0

15.3

14.8

11.3

8.3

6.7

7.4

30.1

22.4

18.6

18.5

17.9

15.4

12.4

17.2

19.1

16.0

11.9

12.0

13.4

11.8

20.5

32.1

42.0

51.5

55.3

57.9

61.9

0% 50% 100%

平２

７

12

17

22

27

令2

（年）

↑
15～29

↑

30～39

↑
40～49

↑
50～59

↑
60～64

↑

65歳以上

資料：県農業担い手対策課調べ

8,940

38,428

7,040注1

1,670注1

22

30,940

20,304

17

56,195

35,245

50,735

12

45,804

令２

農 業 就 業 人 口

準 主 業 農 家 数

副 業 的 農 家 数

主 業 農 家 数

17,286

14,272 9,926

18,556

77,916

30,958

10,62015,366

100,546

8,084

86,210

15,255

年
項目

49,198

27

53,809 48,054 25,552

７

68,612

平２

76,692 66,498 56,632 54,795

12,588

5,371

24,297

41,682

42,006

13,208

基 幹 的 農 業 従 事 者

販 売 農 家 数

45,00166,245

20,246

61,866

57,076

5,083 3,404

15,240 17,882 11,604注1

40,472注2

31,570

総 農 家 数

新規就農者・認定農業者等の推移 （単位：人、組織、法人）

886
135
874778

131126 139 140

341

7,835

169
237

755 776

396290 260
28

164 184
132 203 204

8,347

うち自営就農者
うち雇用就農者

161

農 業 法 人 数 690
127
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 本県農業の概況

農地

　

　

耕地面積、作付延べ面積の推移

資料：農林水産省「耕地及び作付面積統計」

耕地利用率の推移　■耕地利用率～耕地面積を100とした場合の作付延べ面積の割合

資料：農林水産省「耕地及び作付面積統計」

担い手への農地集積面積等の推移

資料：農林水産省「農地中間管理機構の実績等に関する資料」
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●本県における令和４年7月15日現在の耕地面積は6万4,４00haで、前年に比べ400ha(0.6%)減少
しました。このうち、田は3万4,３00haで、畑は3万haとなっています。

●耕地面積を「100」とした作付け（栽培）延べ面積の割合である耕地利用率は、横ばいから減少傾
向にあるものの、令和3年は104.2％で、佐賀県、福岡県に次いで全国第３位の高い利用率となっ
ています。

●担い手※への農地集積面積は、平成26年度から始まった農地中間管理事業の活用などにより徐々に
増加しており、令和３年は55.4%となっています。
※ 認定農業者、認定新規就農者、基本構想水準到達者、集落営農
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 本県農業の概況

農業生産

　

　

　

農業産出額の推移 （単位：億円、％）

資料：農林水産省「生産農業所得統計」
　注：上段　産出額、下段　全体に占める割合
　　　表示単位未満を四捨五入しているため、合計値と内訳の計が一致しない場合がある。

耕畜別産出額及び全国順位の推移

資料：農林水産省「生産農業所得統計」

●本県の農業生産は、温暖な気候や豊かな大地を生かし、畜産・野菜を中心に順調に伸びてきました
が、近年は平成２８年をピークに減少しています。しかし、令和3年の農業産出額は3,478億円
（全国４位）と、前年より130億円（3.9％）増加しています。

●農業産出額の品目構成比は、鶏が25.2％を占め、次いで肉用牛が23.4％、野菜が19.0％、
豚が14.9％となっています。

●令和3年の生産農業所得は1,317億円となっており、前年に比べ205億円増加しています。

■ 農業産出額 ～ 農業の最終生産物の総生産額のことで、都道県別の品目ごとの生産数量に、
品目ごとの農家庭先販売価格を乗じて求めたもの

■ 生産農業所得 ～ 農業生産によって新たに生み出された付加価値のことで、農業産出額から 物的経費
（減価償却費を含む）を除き、生産にかかわる補助金を加えたもの

（億円） （位）

年 平２ 12 22 27 28 29 30 令元 ２ ３

全　　　体 3,745 3,128 2,960 3,424 3,562 3,524 3,429 3,396 3,348 3,478

367 286 188 157 172 180 178 172 173 159
(9.8) (9.1) (6.4) (4.6) (4.8) (5.1) (5.2) (5.1) (5.2) (4.6)

110 77 80 89 88 76 78 71 70 60
(2.9) (2.5) (2.7) (2.6) (2.5) (2.2) (2.3) (2.1) (2.1) (1.7)

783 623 723 777 771 696 670 661 681 661
(20.9) (19.9) (24.4) (22.7) (21.6) (19.8) (19.5) (19.5) (20.3) (19.0)

118 130 147 142 149 130 129 123 129 130
(3.2) (4.2) (5.0) (4.1) (4.2) (3.7) (3.8) (3.6) (3.9) (3.7)

162 176 79 47 47 55 48 44 41 43
(4.3) (5.6) (2.7) (1.4) (1.3) (1.6) (1.4) (1.3) (1.2) (1.2)

111 157 112 91 93 92 86 84 76 86
(3.0) (5.0) (3.8) (2.7) (2.6) (2.6) (2.5) (2.5) (2.3) (2.5)

480 485 453 626 708 747 768 780 708 815
(12.8) (15.5) (15.3) (18.3) (19.9) (21.2) (22.4) (23.0) (21.1) (23.4)

142 121 87 99 98 96 96 96 95 98
(3.8) (3.9) (2.9) (2.9) (2.8) (2.7) (2.8) (2.8) (2.8) (2.8)

461 436 392 494 517 555 515 521 521 518
(12.3) (13.9) (13.2) (14.4) (14.5) (15.7) (15.0) (15.3) (15.6) (14.9)

965 594 660 873 880 860 827 810 830 875
(25.8) (19.0) (22.3) (25.5) (24.7) (24.4) (24.1) (23.9) (24.8) (25.2)

12 6 3 3 3 2 2 3 3 2
(0.3) (0.2) (0.1) (0.1) (0.1) (0.1) (0.1) (0.1) (0.1) (0.1)

34 36 36 28 35 35 32 30 21 32
(0.9) (1.2) (1.2) (0.8) (1.0) (1.0) (0.9) (0.9) (0.6) (0.9)
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 本県農業の概況

農畜産物の輸出

　

　

　

　

本県農畜産物の輸出額・輸出量の推移

令和３年度品目別輸出実績

資料：農政水産部調べ

　注：表示単位未満を四捨五入しているため合計値が一致しない。農産物計の数量に花きは含んでいない。

令和３年度国別・地域別実績

資料：農政水産部調べ

　注：表示単位未満を四捨五入しているため合計値が一致しない。数量に花きは含んでいない。

101 154 180 266 351 549 573 725 763 838
6571,106

1,359
1,966

2,623
3,617

4,184

4,347

5,522

7,272

9 32 55 
160 207 243 233 220 

444 

675 

867 

1,263 

1,593 

1,805 

2,317 

3,393 

5,573 

4,046 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

5,500

6,000

6,500

7,000

7,500

8,000

8,500

平16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 令元 2 3

輸

出

量

（トン）

農産物輸出額 畜産物輸出額 農畜産物輸出量

（百万円）

輸

出

額

●人口減少等により国内マーケットの縮小が見込まれる中、海外への輸出は新たな販路として期待され、
関税や検疫等の輸出障壁が低い香港やシンガポールは、今後も取引拡大が期待できる有望なマーケット
です。

●このため、県では「農畜水産物の輸出拡大に向けた取組方針」に基づき、香港等アジアを主なターゲッ
トとし、輸出先国の消費ニーズや規制等に対応した産地育成、取引の拡大を支援しています。

●令和３年度の輸出額は、農産物で８億3,800万円、畜産物で72億7,200万円となり、牛肉を中心に
年々増加しています。

香港 シンガポール 台湾 その他 アメリカ EU その他

数量(トン) 3,369 2,494 289 342 244 677 393 204 80 4,046
金額(百万円) 4,277 2,273 611 1,319 73 3,833 2,520 655 659 8,111

アジア アジア以外
計

かんしょ 茶 花き その他 牛肉 鶏卵 その他

数量(トン、千本) 1,491 951 201 1,376 340 2,555 949 1,455 151 4,046

金額(百万円) 838 270 310 68 191 7,272 6,869 342 61 8,110

計
農産物 畜産物

 ７  



 本県農業の概況

農業参入・多様な農業人材の確保

　

　

　

　

他産業から農業への参入法人数

資料：県農業担い手対策課調べ

　注：各年１月1日時点の農業参入法人数

農業における外国人材（技能実習生、特定技能人材）数の推移

資料：宮崎労働局調べ

　注：各年10月末時点の人数。平成26～29年は林業含む。平成30年以前の農業分野の技能実習生は未公表。
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●他産業から農業への参入件数は、ここ数年は増減を繰り返しながら徐々に増加傾向にあり、新たな
担い手や雇用の受け皿として期待されている中、令和4年には雇用者数が3千人を超えています。

●また、国内外で人材獲得競争が激化する中、援農者やWワーク等の短期就労者、農福連携による障

がい者、外国人材など、農業分野での多様な人材の活躍が広がっています。

●農業分野の外国人数は、コロナ禍の影響により、令和２年以降は横ばい傾向で推移しているものの、
平成3０年から始まった特定技能制度による人材数は増加傾向にあります。
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 本県農業の概況

６次産業化

　

　

　

　

農業・漁業生産関連事業年間販売額

  資料：農林水産省「６次産業化総合調査報告」
　  注：農業・漁業生産関連事業年間販売額は農業協同組合等分を除く

６次産業化・農商工連携の事例数

　資料：県農業流通ブランド課調べ

　　注：6次産業化・農商工連携の事例数は総合化事業計画認定件数、農商工等連携事業計画認定件数、農商工連携応援

  ファンド採択件数、農業法人実態調査における加工・直売に取り組む法人数の合計

●県では、平成25年３月に策定（令和２年３月改定）した「みやざきフードビジネス振興構想」に
基づき、農業分野でも生産振興に加えて、農業経営の多角化を図る６次産業化の取組を推進して
います。

●農業・漁業生産関連事業年間販売額は、６次産業化の取組の拡大とともに増加傾向にあり、

新型コロナウイルス感染症拡大の影響が見られるものの、300～350億円程度で推移しています。

●６次産業化・農商工連携の事例数は、年々増加し、令和３年度において673件となっています。

●今後は、みやざきフードビジネス相談ステーションを中心とした6次産業化の個別支援に加え、
多様な事業者が一体となり地域食資源を活用した新商品・サービスの開発に取り組むローカル
フードプロジェクト（ＬＦＰ）が活発化すると見込まれます。
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 本県農業の概況

基盤整備

　

　

　

　

ほ場整備面積の推移

  資料：宮崎県調べ

畑かん施設整備面積の推移

  資料：宮崎県調べ
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●県では、稼げる農業を実現するため、スマート農業等による生産性向上、農地の大区画化や汎用化、
畑地かんがい設備等の整備を進めています。

●本県における令和3年度のほ場整備面積は1万5,343ha、整備率は44.3％で、前年に比べ
それぞれ16ha、0.4ポイント増加しています。

●また、令和３年度の畑かん施設整備面積は1万858ha、整備率は36.1％で、前年に比べ

それぞれ149ha、0.8ポイント増加しています。

●今後も、スマート農業に対応したほ場の大区画化や計画的な営農に必要な畑地かんがい施設の整備
が進むと見込まれます。
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 主な品目生産の動き

米

　

　

　

　

水稲の作付面積、生産量、産出額の推移

加工用米・飼料用米の作付面積の推移
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資料：九州農政局宮崎拠点

普通期

早期

(ha)

1,580
1,79

●本県の水稲は、早期水稲と普通期水稲に大別され、良食味品種といわれる「コシヒカリ」や「ヒノ

ヒカリ」を中心に、地域の特性を生かした生産が行われています。

●令和3年の産出額は159億円（対前年比91.9％）で、県の農業産出額の4.6％を占めています。

●水稲の作付面積は年々減少し、令和４年には前年から500ha減少し、1万5,400haとなり、また作柄

はやや不良（作況指数98）であったため、生産量は7万5,200トンと、前年から約2,600トンの減少

となりました。

●一方で、畜産業や酒造業との連携強化による、飼料用米や焼酎原料加工用米の生産拡大を進め、令和4

年産は、加工用米が1,909haと前年と同程度でしたが、飼料用米が687haと増加したことで、全体と

して増加しました。

●主食用米や新規需要米、加工用米等の需要に応じた生産や、気候変動に左右されない安定した生産技術

の普及など、生産性の高い水田農業経営の確立に取り組んでいます。

資料：農林水産省「戦略作物等の作付状況」

1,772

～

1,9091,793
2,054

2,412(ha)

 １１  



 主な品目生産の動き

野菜

　

　

　

　

野菜の作付面積、生産量、産出額の推移

資料：九州農政局宮崎拠点

14.4千ha
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●本県の野菜は、山間地域や高台畑地域、沿岸平坦地域等、地域の特徴を生かした生産振興により、

きゅうりやピーマン、トマト等の果菜類の周年供給体制を確立するとともに、さといも、かんしょ、

ごぼう等の根菜類や、にら、ほうれんそう等の葉菜類など、温暖な気候や標高差、畑地かんがい

などの条件を活用した産地が県内全域に形成され、全国有数の野菜産地となっています。

●令和3年の産出額は661億円（対前年比97.1％）で、県全体の19.0％を占めています。

●令和3年の主要野菜の作付面積は、きゅうり604ha、ピーマン294ha、だいこん1,730ha、
さといも884haとなっており、高齢化による担い手の減少や依然高いシェアにある輸入野菜の

影響等により減少傾向が続いています。

●野菜主産県として、生産性の高い産地確立へ向けた栽培技術の高度化など生産構造の転換を図ると
ともに、マーケットインの視点に立った産地づくりに取り組んでいます。
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 主な品目生産の動き

果樹

　

　

　

果樹の栽培面積、生産量、産出額の推移

資料：九州農政局、県農産園芸課調べ

●本県の果樹は、温暖な気候条件を生かし、マンゴーや完熟きんかん、日向夏などが栽培され、
県内全地域に産地が広がっています。

●令和３年の産出額は130億円（対前年比100.8％）で、県全体の3.７％を占めています。

●令和３年産の果樹生産量は2万3,304トンで、最も生産量の多い温州みかんは7,870トンと
全体の33.8％を占めています。

●令和３年の果樹栽培面積は2,353haで、中でも、かんきつ類が1,169haと全体の49.７％を、
うち温州みかんが532haと22.６％を占めています。このほか、くりが704haで29.9％を占め
ています。

●施設等の整備推進により、高品質果実の安定生産と生産の省力化・効率化を図るとともに、
露地の園内道等の整備によるスマート農業技術に対応した産地づくり、地球温暖化を生かした
亜熱帯性果樹の導入・普及等の新たな取組が展開されています。
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 主な作物生産の動き

花き

　

　

　

　

花きの作付面積、産出額の推移

資料：九州農政局宮崎拠点
   注：産出額については、切り花、鉢物類、苗物類、球根類、芝、花木、地被植物の合計値。
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●本県の花きは、冬季温暖で多日照な気候や中山間地域での昼夜温の較差を生かした生産振興等により

産地が拡大し、特にスイートピー、ラナンキュラス、洋ラン等は全国有数の産地となっています。

●令和3年の産出額は72億円（対前年比114.3％）、また、作付面積は633haとなっており、

いずれも減少傾向です。

●近年は、キク、バラ等主要切花の輸入増加の影響を受けるとともに、生活様式の変化により業務用、

個人向けの花きの消費額は減少傾向を示しており、花き産業は大きな転換期を迎えています。

●マーケットニーズの高い新規品目の生産拡大や主力品目の体質強化をはじめ、輸出向け品目・品種の

安定生産技術確立による輸出拡大等の推進、県内外での各種ＰＲ活動の実施による県産花きの需要拡

大に取り組んでいます。
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 主な品目生産の動き

茶

　

　

　

　

茶の栽培面積、生産量、産出額の推移

資料：九州農政局宮崎県拠点
　注：産出額については、生葉と荒茶の合計値。　　

●本県は、温暖な気候を生かした早出し茶の生産が可能なことや、平坦地が多く機械化が容易なこと、

畑地かんがい施設の整備が進んでいることなど、茶の生産に有利な条件を備えています。

●令和3年の産出額は26億円（対前年比118.2％）ですが、平成１1年をピークに減少傾向となって

います。

●令和３年の栽培面積は1.270ha、生産量は3,050ｔ（荒茶ベース）で、栽培面積は全国第６位、

生産量は全国第４位となっています。

●近代的な栽培・加工施設の整備や推奨品種の新改植による品種構成の適正化が進んでいます。

●また、釜炒り茶など本県の特色を生かした茶の販路拡大や高品質で安全・安心な「みやざき茶」

のブランド確立を進めるとともに、有機栽培茶や新香味茶など新たなニーズに対応した産地育成

に取り組んでいます。
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 主な品目生産の動き

葉たばこ

　

　

　

　

葉たばこの作付面積、生産量、産出額の推移

資料：宮崎県たばこ耕作組合　

●本県の葉たばこは、土地利用型作物として重要な品目となっています。

●令和3年の産出額は23億円（対前年比95.8％）で、平成4年をピークに減少傾向となっています。

●令和3年の作付面積は、農家戸数の減少もあり、458haと前年から20ha減少し、生産量は1,132t

となっています。なお、作付面積と生産量ともに全国第6位に位置しています。

●病害対策の充実や土壌健全化による品質の向上、収量の安定確保など、関係機関・団体が一体となっ

た生産指導体制の強化により、葉たばこ経営の高位安定化に取り組んでいます。
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 主な品目生産の動き

肉用牛

　

　

　

　

肉用牛の飼養戸数、飼養頭数、出荷頭数等の推移

資料：農林水産省「畜産統計」、「畜産物流通統計」、県畜産振興課調べ

　注：飼養戸数、飼養頭数及び1戸当たり平均飼養頭数については、各年とも２月１日現在

   　　令和２年から調査方法が変更になったため、それ以前の数値とは連動しない
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●本県を代表するブランドの宮崎牛は、令和4年10月に鹿児島県で開催された｢第12回全国和牛能力
共進会｣で、史上初となる4大会連続の内閣総理大臣賞を受賞しています。

（第1回全共から12回までで通算5回の受賞は全国最多）

●令和３年の産出額は815億円（対前年比115％）で､県の農業産出額全体の約23.4％を占めています。

●肉用牛の飼養頭数は､平成22年に発生した口蹄疫の影響等により､平成23年に減少したものの翌年に
は増加に転じ､令和4年2月1日現在で25万4,500頭（全国３位）､うち黒毛和種は22万800頭
（全国２位）､繁殖雌牛は8万5,200頭（全国2位）となっています。

●飼養戸数は4,940戸と減少しているものの､1戸当たりの飼養頭数は51.5頭と増加しており､農家の規
模拡大が進んでいます。

●令和３年度の黒毛和種子牛の出荷頭数は6万5,439頭（対前年比101.3%）で、県内保留率は67.3％
となっており、肉牛出荷頭数は7万2,582頭（対前年比104.0％）で、県内出荷率は56.2％となって
います。

●担い手の育成やＪＡ等が主体となった分業化システムの構築等、生産基盤の強化を図るとともに、
「宮崎牛」の一層の銘柄確立に取り組んでいます。
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 主な品目生産の動き

乳用牛

　

　

　

　

乳用牛の飼養戸数、飼養頭数、生乳生産量等の推移

資料：農林水産省「畜産統計」、「牛乳乳製品統計」
　注：飼養戸数、飼養頭数及び１戸当たり飼養頭数については、各年とも２月１日現在

   　　令和２年から調査方法が変更になったため、それ以前の数値とは連動しない
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●本県の酪農は、乳価低迷等による経営転換や飼養者の高齢化・後継者不足等により飼養戸数及び飼養

頭数は減少傾向にあります。

●令和3年の産出額は98億円（対前年比103.2％）で、県の農業産出額全体の2.8％を占めています。

●平成24年以降、飼養戸数の減少に比べ、飼養頭数の減少率は緩やかで、令和４年2月1日現在の

飼養戸数は209戸、飼養頭数は1万3,６00頭（全国13位）、1戸当たり飼養頭数は65.1頭となって

おり、農家の規模拡大が進んでいます。

●生乳生産量は、令和3年に８万2,844t（対前年比104.5％）となっており、うち59.1％に当たる

4万8,935tが県外に移出され、3万4,168tが県外から移入されています。

●新たな担い手の育成を図るとともに、後継牛の確保と労力軽減に向けた、育成牛預託等の分業化や

搾乳ロボットの導入など、生産基盤の強化・生産性向上が進んでいます。
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 主な品目生産の動き

豚

　

　

　

　

豚の飼養戸数、飼養頭数の推移

資料：農林水産省「畜産統計」
　注：各年とも２月１日現在

　注：平成22年、27年、令和２年はセンサス調査年であるため、統計データなし
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●本県の養豚は、規模拡大に対応する生産体制の効率化として、地域内一貫生産体制やスリーサイト
方式、オールイン・オールアウト方式の導入等に取り組む生産者が増えています。

●令和3年の産出額は518億円（対前年比99.4％）で、県の農業産出額全体の14.9％を占めています。

●平成22年の口蹄疫の発生では、22万7,949頭の豚が処分され、平成23年2月1日現在の飼養頭数は
76万6,200頭まで落ち込みましたが、令和4年2月1日現在の飼養戸数は335戸、飼養頭数は76万
4,200頭（全国2位）、1戸当たりの飼養頭数は2,281頭となっており、規模拡大が進んでいます。

●近隣諸国で発生が続く、ＡＳＦ（アフリカ豚熱）や口蹄疫等の家畜伝染病の国内への侵入を防止する
とともに、国内で発生しているＣＳＦ（豚熱）の県内への侵入を防止するため、飼養衛生管理基準の
遵守徹底を基本とした家畜防疫体制の一層の強化に取り組んでいます。

飼
養
戸
数

飼
養
頭
数

一戸当たり
飼養頭数

■スリーサイト方式 ～ 飼育する農場を、繁殖、哺乳育成、肥育の３つに分散させる生産方式

■オールイン・オールアウト方式 ～ 子豚を一斉に豚舎に入れて飼養（オールイン）した後、

一斉に出荷（オールアウト）する生産方式
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 主な品目生産の動き

ブロイラー

　

　

　

　

ブロイラーの飼養戸数、飼養羽数、出荷羽数等の推移

資料：農林水産省「畜産統計」
　注：各年とも２月1日現在
　　　平成22年から24年の飼養戸数、羽数は畜産振興課調べ、25年からは畜産統計。
　　　常時でのカウントのため、平成21年以前とは連動しない。

　注：平成27年、令和２年はセンサス調査年であるため、統計データなし
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●本県のブロイラーは、生産・流通に関わる様々な部門を統合した大規模生産・流通システムである
インテグレーション形態を背景に、飼養羽数は増加傾向にあります。

●令和3年の産出額は739億円（対前年比105.6％）で､県の農業産出額全体の21.2％を占めています。

●ブロイラーの令和4年2月1日現在の飼養戸数は446戸、飼養羽数は2,760万羽（全国2位）、1戸当た
りの飼養羽数は61.9千羽となっており、農家の規模拡大が進んでいます。

●令和4年の本県出荷羽数は1億3,982万羽となっており、宮崎、鹿児島、岩手の３県で全国の55.7％を
占めています。

●県内外において、高病原性鳥インフルエンザが発生し、依然として発生リスクが高い状況にあることか
ら、飼養衛生管理基準の遵守徹底を基本とした家畜防疫体制の一層の強化に取り組んでいます。

百万羽
千羽/戸千戸

千万羽

出荷羽数
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 主な品目生産の動き

採卵鶏

　

　

　

　

採卵鶏の飼養戸数、飼養羽数、鶏卵生産量の推移

資料：農林水産省「畜産統計」、「畜産物流通統計」(平成17年の飼養戸数・羽数は県畜産課調べ)
　注：飼養戸数、飼養頭数及び一戸当たり飼養羽数については、各年とも２月１日現在。
　　　飼養戸数とは、平成３年から300羽、平成10年から1,000羽以上飼養農家とされたので、１戸当たり飼養羽数は
　　　平成２年及び平成９年以前と連動しない。
　　   飼養羽数は、6ヶ月齢以上の成鶏めす羽数。
　注：平成22年、27年、令和２年はセンサス調査年であるため、統計データなし

●本県の鶏卵は、ＧＰセンター（鶏卵を洗浄、選別、包装する施設）を核とした企業的経営が進んでいます。

●令和3年の鶏卵の産出額は106億円（対前年109.3％）で､県の農業産出額全体の3.0％を占めています。

●採卵鶏の令和4年2月1日現在の飼養戸数は54戸、飼養羽数は209万羽（全国23位）、1戸当たりの飼
養羽数は約3.9万羽で、令和3年の鶏卵生産量は5万3,388tとなっています。

●鶏卵は栄養豊富な食品で、国民の食生活に深く根ざしていますが、一層の安全・安心を確保する観点から
高度ＧＰセンターの整備が進められています。

●県内外において、高病原性鳥インフルエンザが発生し、依然として発生リスクが高い状況にあることから、
飼養衛生管理基準の遵守徹底を基本とした家畜防疫体制の一層の強化に取り組んでいます。
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43.10%

（米）

コシヒカリ
（野菜）

かんしょ
ピーマン
きゅうり

ごぼう
（果樹）
温州みかん

マンゴー
きんかん

ぽんかん
日向夏
不知火

（花き）
スイートピー
ホオズキ
（畜産）

肉用牛

乳用牛

豚

ブロイラー

南那珂地区

中部地区

東臼杵地区

児湯地区

西臼杵地区

西諸県地区

北諸県地区

（米）
コシヒカリ

（野菜）
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ピーマン
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いちご
しょうが

（果樹）
マンゴー

日向夏
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きんかん
（花き）

キク
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コチョウラン

（特用作物）
茶
葉たばこ

（畜産）
肉用牛
乳用牛
豚
ブロイラー
採卵鶏

（米）

ヒノヒカリ
（野菜）
きゅうり

ごぼう
さといも
いちご
ほうれんそう
かんしょ

（果樹）
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